
 

 

 

 

 

 

 昨年は世界各地でおこるテロ行為とそれに対抗する戦争、

国内では殺人、放火特に最近は親族間の殺人の割合が 

増加したとのことです。依然としてつづくいじめ問題、政官業

での贈収賄等、暗い話題が多く印象に残っています。 

 社会保障ではいわゆる年金問題、生活保護打ち切りに 

よる餓死もあり心が痛みます。 

 医療では平成 16 年度からはじまった医師研修の影響か、

地方の医師が極端に減少し、又、診療科によっても非常な

医師不足が起こっています。広島大学の医師不足のため、呉地区の周産期医療が集約化 

され当院も平成 20 年春をもって周産期医療を中止せざるを得なくなりました。誠に申し訳ない

と思っております。今後も鋭意、医師確保に努め再開をする様、努力して参ります。 

 眼科や、血液内科等につきましても医師確保に全力をつくすつもりです。 

 政治も非常に大切で是非ニュースを見て、特に医療関係につきましてよくお考えをいただい

て、必ず選挙に行って意思表示をしていただきたいと

思います。 

 平成 20 年が社会環境、医療福祉の状況、呉の皆様

を取り巻く状況がすべて良い方向へ向かうようお祈り 

しております。 

病院長  小野 哲也 

新年あけまして 

おめでとうございます


